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9月号

や
ま 

な
　

の
り
き
よ

じ
　

ひ
　

も
ん
　

じ

く
る 

わ

こ
ぶ
ん
じ
ょ
う

と
り
で

　

バ
ス
停
か
ら
北
に
約
１
㎞
行

く
と
、
岩
屋
城
跡
登
り
口
に
着

き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
岩
屋
城
本

丸
跡
の
あ
る
岩
屋
山
山
頂
（
標

高
４
８
３
ｍ
）
ま
で
は
約
１
㎞

で
、
成
人
男
性
な
ら
約
40
分
で

到
着
し
ま
す
。

　

岩
屋
城
は
嘉
吉
元
年
（
１
４

４
１
）
山
名
教
清
が
美
作
国
の

守
護
に
任
じ
ら
れ
た
時
に
築
城

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
天
正
17
年
（
１
５
８

９
）
に
野
火
に
よ
っ
て
焼
失
す

る
ま
で
、
山
名
、
赤
松
、
浦
上
、

尼
子
、
宇
喜
多
、
毛
利
の
各
氏

が
美
作
国
の
制
覇
を
か
け
て
激

し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
舞
台

と
な
り
ま
し
た
。

　

城
は
岩
屋
山
の
山
頂
に
本
丸

を
置
き
、
本
丸
を
中
心
に
三
方

向
に
曲
輪※

を
配
し
た
山
城
で
、

本
丸
南
に
馬
場
跡
と
呼
ば
れ
て

い
る
大
規
模
な
曲
輪
を
、
西
南

方
向
に
は
２
つ
の
砦
を
設
け
、

更
に
西
に
は
小
分
城
を
築
き
防

備
を
固
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
丸
の
東
に
は
二
の
丸
、
そ
の

南
に
は
三
の
丸
を
配
し
、
東
の

谷
の
固
め
と
し
て
12
本
の
竪
堀

を
設
け
て
い
ま
す
。
加
え
て
大

手
南
斜
面
に
見
ら
れ
る
大
小
20

カ
所
以
上
の
防
備
の
た
め
の
曲

輪
は
、
美
作
地
方
で
は
他
に
類

を
見
な
い
も
の
で
す
。
ほ
か
に

井
戸
や
慈
悲
門
寺
跡
な
ど
の
遺

構
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
「
岩
屋
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」（
本
紙
21
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
の
世
に
思
い
を
は
せ
、

史
跡
や
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

城
郭
内
に
あ
る
一
定
区
分
を
分
か
つ
区
域
の
こ
と

問
い
合
わ
せ
先
　

文
化
財
課

　

3 
24‐
８
４
１
３

〜
県
指
定
史
跡 

岩
屋
城
跡
〜（
中
北
上
）

今月のバス停
岩屋口

にゆられて

尼
子
、
毛
利
、
宇
喜
多
も
狙
っ
た
山
城

ごんご加茂

市内循環
ごんごバス

ごんご久米ごんご久米


